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六本木ヒルズ展望台 東京シティビューではこの夏、壮大な景色や夜景とともに、世界の海や環境を考え、楽しく学び体
感できる様々な企画をご用意しています。スカイギャラリー1 では、まるで海の中にいるような空間演出と、国連や世界の
博物館で大人気のデジタル地球儀「触れる地球」が登場。「海」に焦点をあて地球のふしぎ、地球の過去・現在・未来
を紹介します。また、スカイギャラリー3 では、在日オーストラリア大使館が中心となって展開するプログラム「オーストラリア 
now」の目玉企画として、オーストラリア特有の気候や環境に対応する 12の建築を紹介する展覧会を開催いたします。 
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2018年 6月 14日 

森ビル株式会社 

 

「海の地球ミュージアム 2018」 「オーストラリアの建築展」 など 

世界の海と環境を考える体験型イベントを開催 

今年の夏は、六本木ヒルズ展望台で地球を学ぼう！ 
 

[本件に関するお問合わせ] 
株式会社 プラップジャパン / 三浦・中野・須藤 

TEL ： 03-4580-9103  FAX ： 03-4580-9127 MAIL ： pr.roppongi-hills@ml.prap.co.jp 
森ビル株式会社 東京シティビュー広報担当 /杉・平田 TEL ： 03-6406-6173 

 
 
 

① “地球に触ろう、地球と遊ぼう”「海の地球ミュージアム 2018」 
窓に広がる夜景に映る圧巻の海の映像とともに、デジタル地球儀「触れる地球」や沖縄美ら海水族館の協力による水槽が、 
東京シティビュー 屋内展望回廊に登場！「海」に焦点をあてて、地球のふしぎ、地球の過去・現在・未来を楽しく学ベます。 
ワークショップやイベントも開催。 

② オーストラリアの環境と現代建築を考える 

「ユニヴァーサル・プリンシプルズ ： 環境的課題をリセットするオーストラリア建築の試み」 
オーストラリア特有の気候や環境に対するオーストラリアの建築の試みを、ドローイング、模型、映像で紹介。 
会場内のカフェ「Australia now café」ではオーストラリアらしいフード&ドリンクをお楽しみいただけます。 

③ 大人から子供まで楽しめる！屋上「スカイデッキ」の夏企画＆お子様向けワークショップ   
1. スカイデッキ夏企画「浴衣 DE無料！スカイデッキ」「22:00 まで営業延長」 
 浴衣(甚平等も可)で入館されたお客様限定で、屋上「スカイデッキ」の入場料（通常一般 500円、 
 子供 300円）が無料になるキャンペーンを実施！この季節に嬉しい 22:00までの営業時間延長！ 
 夏の風物詩である都内近郊で上がる花火も観賞することができます。 
2. 六本木天文クラブが贈る「わくわくドキドキ」なワークショップ 
 月のクレーターや土星のリングもばっちり見える本格派望遠鏡や、月と地球の大きさや距離の比もわかる 
 メジャーを作ります！お子様の夏休みの思い出に。 

④ 夏限定メニューやグッズも続々登場 
レストラン、ラウンジでは、旬のメロンを使用した爽やかなアフタヌーンティーメニューや限定カクテルが登場！ 

＜東京シティビュー2018 夏イベント 概要＞ 
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 海の地球ミュージアム 2018 
東京シティビューに入ると、まるで海の中にいるような世界が広がっています。国連や世界の博物館でも大人気！世界の

リアルタイム情報や台風、クジラやマグロの移動、地球温暖化など、生きた地球の姿を映し出すインタラクティブなデジタル

地球儀「触れる地球」を体感できます。 

本展では、特に「海」に焦点をあてて地球のふしぎ、地球の過去・現在・未来を楽しく学ベます。また沖縄美ら海水族館の協力により、

実際の沖縄の魚達を見られる巨大水槽も登場。さらに、日没後からは、巨大プロジェクション映像で黒潮の海の豊かさや、深海の美し

いプランクトン、ザトウクジラやマンタ、ジンベエザメなどの迫力の 4K映像を東京の壮大な景色や夜景とともに、お楽しみいただけます。 

 
期 間： 7 月 13 日（金） ～ 9月 2 日（日） 

時 間： 10:00～22:00 （最終入場 21:30） 

場 所： 六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー  

 スカイギャラリー1（東京タワー・お台場方面） 

料 金： 無料 ※ただし、展望台入館料（一般 1,800 円）が必要です。 

主 催： 特定非営利活動法人 Earth Literacy Program (ELP)、 

東京シティビュー 

特 別 協 賛： 日本財団「海と日本プロジェクト」 

協 賛： 味の素(株)、ELGC(株)アヴェダ 

協 力： （一財）沖縄美ら島財団、ソニー企業(株)、 

日プラ(株)、(株)内田デザイン研究所、アズラボ(株)、 

福田ハジメ、(株)ウェザーニューズ、ナショナル ジオグラフィック（TV） 

後 援： （一財）沖縄観光コンベンションビューロー 

 

Point①： デジタル地球儀「触れる地球」 

世界初のデジタル地球儀「触れる地球」がさらに進化して東京シ

ティビューに登場。例えば、声で反応するデジタル地球儀でホッキョ

クグマが案内する北極の海、台風が海をよみがえらせてしまう秘密

など地球を考える興味深いコンテンツをご紹介します。会場ではス

タッフが地球の様々な現象をお教えします。 

 

Point②： 沖縄の色とりどりの海の生物を観賞 
沖縄美ら海水族館の協力により、美しいフォルムの巨大な水

槽が登場。トラフザメの幼魚、ヒトデ、カクレクマノミ、チンアナゴ、

ルリスズメダイ、ハリセンボンなど、色とりどりの魚による海の世界

をご覧いただけます。     ※展示生物は変更になる場合がございます。 

 

Point③： 大迫力！夜景にザトウクジラやマンタが浮かぶ！ 
東京の夜景をバックにザトウクジラの親子、マンタ、ジンベエザメ

などが遊泳する迫力の４K映像。最新のプロジェクション・マッピ

ング技術で、空中に浮かぶ展望台がまるで海の底に早変わりし

たような様子を体感いただけます。 （日没後～22:00に投影） 

 

Point④： 東京シティビューで学ぼう！体験しよう！ 
「子ども地球教室」 

「触れる地球」を体験しつつ、海と地球について学ぶ「子ども地

球教室」を開催。専門家による海の生き物についてのレクチャ

ーにより、海を豊かにするサンゴ礁の大切な役割、サメとクジラ

の秘密など楽しく学べます。さらに、地球の成り立ちや地球環

境問題についてお子様にも分かりやすくレクチャーします。  

“地球に触ろう、地球と遊ぼう” 東京シティビューに「触れる地球」が登場！ 

①デジタル地球儀「触れる地球」 
オランダ国立科学博物館での 

展示風景 

②色とりどりの海の生物 
※イメージ 

③大迫力！ザトウクジラやマンタの遊泳映像 

さわ 

さわ 

さわ 

さわ 

さわ 

※イメージ 
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開 催 日： 7 月 14日(土）、15(日)、21(土)、22(日)、28(土)、29(日)、 
8 月 4日(土)、5(日)、11(土）、12(日)、18(土）、19(日)、25(土）、26(日) 

時 間： 11：00～11:45 
場 所： 六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー 

スカイギャラリー1（東京タワー・お台場方面） 
申 込 方 法： 事前申込制（先着順）  

東京シティビューWEB（tcv.roppongihills.com） 
申 込 期 間： ご予約はワークショップの前日まで受付けております。 

※空きがあれば当日参加も可能です（先着順） 
応 募 期 間： 6 月 23日（土）～ 
料 金： 無料 ※ただし、展望台入館料が必要です。 
推 奨 年 齢： 小学校高学年以上 大人の方のみでも参加可能です。 
定 員： 20名＋保護者 
お 問 い 合 わ せ 先： 03-6406-6652 

 

 

 

52 階「東京シティビュー スーベニアショップ」に海の地球

ミュージアムをテーマに集めたグッズコーナーが登場。 

 

地球や海をモチーフにしたサイエンストイやステーショナリー、

アクセサリー、ぬいぐるみ、雑貨の他、オリジナルの光るキ

ャンディ等をご用意いたします。 

来館の思い出やお土産にどうぞ。 

 

 

 

  

④「子ども地球教室」 
※イメージ 

 

地球は「水球」。  
海は生命を育むとともに、気候を安定させる大切な地球の器官だ。  
そんな「海」を、私たちはいま新たなまなざしで再発見しつつある。  

 
死の世界と思われていた深海に、めくるめく生命の乱舞を発見。  

また衛星観測の発達で、大きな海の全貌が初めて見える化された。  
台風や異常気象、地球温暖化に「海」が鍵を握ることも見えてきた。  

 
一方、海は歴史を通じて昇降をくりかえし、氷河期の海面は 120m も低かった。 
東京湾もその頃はなく、逆に縄文期には足元の毛利庭園まで海が来ていた。  

 
そんな海の歴史も含め、ワクワクするような海の世界、海と地球の未来を、  

最先端のデジタル地球儀と美しい映像で描く。  

 

Earth Literacy Program 
「触れる地球」開発者  

竹村眞一  

海の地球ミュージアム グッズコーナーも開設！ 

<一例>光るキャンディ ４８６円（税込） 

＜竹村眞一氏 プロフィール＞ 

京都造形芸術大学教授、NPO 法人 ELP 代表。専門の人類学と地球環境論の立場から

「触れる地球」や「100 万人のキャンドルナイト」、「Water 展」などを企画・制作。各地で「触れ

る地球ミュージアム」を主宰。東日本大震災後、政府の「復興構想会議」専門委員、国連ア

ドバイザーも務める。著書に「地球の目線」、「宇宙樹」など。 

 

さわ 

さわ さわ 

※イメージ 
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2018 年 4 月から約 8 か月間にわたり、在日オーストラリア大使館が中心となって展開するプログラム「オーストラリア now」
の目玉企画として、六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー スカイギャラリー3 にて「ユニヴァーサル・プリンシプルズ ： 環境
的課題をリセットするオーストラリア建築の試み」と題した展覧会を開催いたします。現代オーストラリアの文化・ライフスタイ
ル、そして斬新なイノベーションを紹介するこの展覧会は「建築界のノーベル賞」と呼ばれるプリツカー賞を受賞した建築家な
どを含む著名な建築家による作品を展示。オーストラリア特有の気候や環境に対するオーストラリアの建築の試みに触れる
ことができます。古の知恵と現代の先端技術を組み合わせた 12の建築を、ドローイング、模型、映像でご覧いただけます。 
さらに会場内に設置されるカフェ「Australia now café」では、オーストラリアらしいフード&ドリンクをご用意し、絶景と共に素
敵な時間をお過ごしいただけます。 
また、『オーストラリア now』のもう一つのプログラムである『オーストラリア・ショート・フィルム・フェスティバル in六本木』を展覧会
に先駆けて、7月１日（日）六本木ヒルズアリーナにて終日開催します。 
 

 ユニヴァーサル・プリンシプルズ：環境的課題をリセットするオーストラリア建築の試み 
期 間：  7 月 7日（土） ～ 8月 26日（日） 

時 間： 10：00～22：00 （最終入場 21：30） 

※カフェ：平日 15：00～22：00 （Lo：Food 21：00/Drink 21：30） 

土日 12：00～22：00 （Lo：Food 21：00/Drink 21：30） 

場 所：  六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー スカイギャラリー3（新宿方面） 

イ ベ ン ト： 7 月 7 日（土）はオーストラリア人建築家によるギャラリー・トークを実施予定。 

料 金： 無料 ※ただし、展望台入館料（一般 1,800 円）が必要です。 

詳 細： https://australianow2018.com/program/universal-principles 

[展示プロジェクト例 ] 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
〔関連企画〕  
   オーストラリア・ショート・フィルム・フェスティバル in 六本木  
日 時： 7 月 1 日（日） 12：00 ～ 18：30 

場 所：  六本木ヒルズアリーナ 

料 金： 無料 

詳 細： https://australianow2018.com/program/australian-short-film-theatre-in-roppongi 

現代オーストラリア建築に触れ、文化・ライフスタイル・イノベーションを学ぼう！ 
展示 

「オーストラリアン・オパール・センター」 
ライトニング・リッジ、ニュー・サウス・ウェールズ州、 
（建築家：ウェンディ・ルーウィン、グレン・マーカット） 

© Candalepas Associates 
 

オーストラリア・ショート・フィルム・フェスティバル 
in 六本木のイメージ 

「インターナショナル・ハウス」 
バンガルー、シドニー、ニュー・サウス・ウェールズ州、 

（建築家：ヅァネス、レンドリース） 

© Ben Guthrie 

「イアン・ポッター国立温室」 
オーストラリア国立植物園、 

キャンベラ、オーストラリア首都特別地域、 
（建築家：CHROFI） 
© Doug & Wolf 

「レズ・ウィルソン・ バラマンディー・ディスカバリー・センター」 

カルンバ、ケープ・ヨーク、クイーンズランド州、 
（建築家：バッド・ブラナガン） 

© David Sandison 

 

 

※画像はイメージ 
 

https://australianow2018.com/program/universal-principles
https://australianow2018.com/program/australian-short-film-theatre-in-roppongi


 
 
 

5 

 

 

 

この夏、屋上「スカイデッキ」では、夏空を楽しむ様々なイベントを企画しています。 

海抜 270m から 360 度見渡せる壮大な景色、雄大なサンセット、煌めく夜景、頭上に広がる美しい星空などオープンエ

アの心地いい風を受けながら、1 日中ゆっくりとお過ごしいただけます。 

 

 浴衣 DE 無料！スカイデッキ 

浴衣もしくは甚平で入館されたお客様限定で、六本木ヒルズ森タワー屋上

「スカイデッキ」の入場料が無料になるキャンペーンを実施。浴衣を着て出か

けた日は、関東随一の高さから夏の夜空を楽しめるスカイデッキに是非お越

しください。絶好のフォトスポットです。 

 

期 間： 7 月 14日（土） ～ 8月 26 日(日） 

場 所： 東京シティビュー「スカイデッキ」（森タワー屋上） 

内 容： 浴衣でご来場のお客様（甚平等も可）は「スカイデッキ」 

入場料（一般 500 円、子供 300 円）が無料 

※ただし、展望台入館料（一般 1,800 円）が必要です。 
※強風、雨天、荒天時はクローズとなります。 

 

 夏のスカイデッキ 22:00 まで営業時間延長 

都会の暮れ行く夕陽から夜景へのグラデーションをじっくりご覧いただけるよう、

営業時間を 22:00 まで延長します。夏の風物詩である都内近郊の花火大

会も観賞することができます。 

 

期 間： 7 月 14日（土） ～ 8月 26 日(日） 

時 間： 11:00～22:00（最終入場 21:30） 

場 所： 東京シティビュー「スカイデッキ」（森タワー屋上） 

※スカイデッキまでの入場料（一般 2,300円）が必要です。 

※強風、雨天、荒天時はクローズとなります。 

 

 15 年ぶりの大接近！火星接近 観望会開催！  

六本木天文クラブでは天文の専門家による解説のもと、2年 2ヶ月ぶりに地球に最接近する火星を、高性能な望

遠鏡を用いて間近にご覧いただける観望会を開催します。今回の火星と地球は「大接近」と呼ばれる近い距離で

の最接近となり、前回の 2003 年以来 15 年ぶりとなります。また、8 月上旬には金星、木星、土星、火星が宵空

に集合。六本木天文クラブではこの観望チャンスをより多くの方にお楽しみいただけるよう、観望会を 8日間連続

で開催します。 

 

日 時： 7月27日（金）～8月3日（金）20：00～22：00（最終入場 21:30） 

場 所： 東京シティビュー「スカイデッキ」（森タワー屋上） 

料 金： 無料 

参加方法： お申し込みは不要です。 

  時間内に「スカイデッキ」へお越し下さい。 

お問い合わせ先： 03-6406-6652 

※スカイデッキまでの入場料（一般 2,300円）が必要です。 

年間パスポートをお持ちの方は無料になります。 

※雨天・曇天などで星が見えない場合は中止となります。 

※実施・中止については 18時以降に東京シティビューWEBサイトを 

ご確認ください。 

煌く満天の星空を満喫！ 屋上「スカイデッキ」の夏の特別企画 
 

「浴衣 DE 無料！スカイデッキ」 ※イメージ 

屋上「スカイデッキ」から見える夜景 

火星（© NASA） 
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六本木ヒルズ屋上「スカイデッキ」での星空観望など、六本木ヒルズでの天文イベントを開催する「六本木天文クラブ」が

贈るワークショップ。お子様が楽しみながら宇宙や星について学べる、夏の思い出作りにぴったりな企画をご用意いたしました。 

 

 六本木天文クラブ presents 
「わくわくドキドキ星空観察 天体望遠鏡をつくろう！」 

月のクレーターや土星のリングもばっちり見える本格派望遠鏡を作ります。組み立てから使い方、さらに星空の見所までを

天文の専門家がわかりやすくレクチャー。自分だけの望遠鏡で星空観望はいかがでしょうか。 

 

日 時： 8 月 1日（水）16:30～19:00 

場 所： プレゼンテーションルーム（森タワー3F） 

申込方法： 東京シティビュー公式サイトよりご確認下さい 

（7 月上旬公開予定） 

申込期間： 7 月 9日（月） ～ 7月 17 日（火） 

料 金： 4,000円※参加されるお子様のスカイデッキまでの入館料含む 

推奨年齢： 小学 1～6年生 （6～12歳） 

定 員： 30 名 

お問い合わせ先： 03-6406-6652 

 

 六本木天文クラブ presents 
「わくわくドキドキ宇宙工作〜地球と月のメジャーを作ろう！」 

ふつうのメジャーとして使えるだけでなく、なんと月と地球の大きさや距離の比もわかる、とっても便利なメジャーを作りま

す！宇宙の大きさを体感できる、夏休みの自由研究にぴったりなワークショップです。 

 

日 時： 8月 17日（金）15:00～ / 16:00～ ※各回 30分 

場 所： プレゼンテーションルーム（森タワー3F） 

申込方法： 東京シティビュー公式サイトよりご確認下さい 

申込期間： 7 月 23 日（月） ～ 7 月 31 日（火） 

料 金： 500 円 

推奨年齢： 小学 1～6年生 （6～12歳） 

定 員： 30 名 

お問い合わせ先： 03-6406-6652 

 

 

 

 

 

東京シティビュー 屋内展望回廊に隣接する「Restaurant THE MOON」「THE 

MOON Lounge」では、初夏を楽しむメニューをご用意。 

大人気のアフタヌーンティーに、旬のメロンを使用した爽やかなメニューが夏バージ

ョンとして登場しました。また、バーテンダーが作る季節の本格カクテルも涼しく爽

やかなメニューに。絶景とともに爽やかなひとときをお楽しみください。 

 

 THE MOON 

『エルダーフラワー＆シトラス』 1,620 円  

提供期間 ： 6月 4日（月） ～ 8月 31 日（金） 

提供時間 ： THE MOON Lounge 11：30～LO22:30（休前日 24：30） 

 Restaurant THE MOON ランチ 11：30～15：30 

ディナー 18：00～23：00 

「THE MOON」の季節限定メニューと絶景で夏を涼しく爽やかに 
 

限定オリジナルカクテル 
『エルダーフラワー＆シトラス』 

自分だけの望遠鏡で星空観察！ お子様向けワークショップ 
 

「わくわくドキドキ星空観察 天体望遠鏡をつくろう !」の様子 

地球と月のメジャー ※イメージ 
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 THE MOON Lounge 
『果実メロンとピスタチオの AfterMOON Tea Set』 4,104 円 

夏の定番の果実メロンと、ナッツの女王と呼ばれる美容成分たっぷりのピス

タチオを使用。鮮やかなグリーンは、見た目にも爽やかな仕上がりで、暑く

なるこの季節にピッタリです。爽やかなメロンとナッツの香ばしさをお楽しみく

ださい。 

 

提供期間 ： 2018 年 6 月 4 日（月） ～ 8月 31日（金） 

提供時間 ： 14：30～L.O. 17：00 
 

＜上段＞ 

うさぎの最中 / ピスタチオの焼き菓子 / ピスタチオのマカロン / メロンの実 

 

＜中段＞ 

ピスタチオシュークリーム / メロンとパンナコッタ/メロンタルト / ほおずき 

 

＜下段＞ 

生ハムのタルティーヌ / ライスコロッケ / 小エビのミニキッシュ /  

ヴィシソワーズ 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 

【 名 称 】 六本木ヒルズ展望台 東京シティビュー （森タワー52階/屋上スカイデッキ） 

【営業時間】 平日および休日 10：00～23：00（最終入館22：30） 

 金・土・休前日 10：00～25：00（最終入館24：00） 

 スカイデッキ 11：00～20：00（最終入場19：30） ※7月14日（土）～8月26日（日）は22：00まで営業（最終入場21：30） 

 ※スカイデッキは天候不良等により閉鎖する場合がございます。 

【 料 金 】 一般 1,800 円 高校・大学生 1,200円 4 歳～中学生 600円 シニア（65 歳以上） 1,500 円 

 スカイデッキ追加券 500円（4 歳～中学生 300 円）  

【お問合せ】 （住所）東京都港区六本木 6-10-1 六本木ヒルズ森タワー52階  

（TEL）03-6406-6652 （公式サイト）tcv.roppongihills.com 

※リリース内の価格は全て税込 

東京シティビュー 基本情報 

 

『果実メロンとピスタチオの AfterMOON Tea Set』 

 


